
森 一ス 略歴

大正 15年 1月  広島県広島市生まれ (恒三・カヨの四男 )
昭和 11年 4月  広島県師範学校附属小学校 (現広島大学附属東雲小学校)卒
昭和 17年 3月  広島県立広島第一中学校 4年修了
昭和 19年 9月  広島高等学校理科甲類卒

9月  京都帝国大学理学部物理学科入学
昭和 20年 8月  広島で原爆体験
昭和 23年 3月  京都大学理学部物理学科卒 (素粒子論専攻 )

4月  中央公論社入社 (科学雑誌『 自然』および『婦人公論』編集部勤
務 )

昭和 31年 4月  電源開発 (電発)入社 (以 降、昭和 40年 3月 まで原産 と兼務 )
5月  (社 )日 本原子力産業会議 (原産)治1立 とともに派遣 (以 降、昭和 40

年まで電発 と兼務 )

昭和 38年 4月  東京十二チャンネル (現テレビ東京)編成部長 (以降、昭和 40年
まで、原産 と兼務 )

昭和 44年 6月  (社 )日 本原子力産業会議事務局長に就任
昭和 46年    仏 「グラン・ ド・シュバ リエ・ ド・ロー ド・デ 。メリット勲章」

受賞

平成 8年 6月  (社 )日 本原子力産業会議常任副会長に就任
平成 9年    韓国 「大韓民国国民勲章石相章」受賞
平成 16年   (社 )日 本原子力産業会議常任副会長退任
平成 16年   UCN会 創設 (代表幹事 )

現在は、UCN会 代表幹事のほか、(財 )温水養魚開発協会常務理事、(社 )学士会、

(財 )第五福竜丸平和協会、(財 )湯川記念財団の評議員、日本佛教徒懇談会幹事な

どを務める。            じ°′7孝れつ

著書   「原子力にルネ ッサンスを」 (平成 8年エネルギー政策を考える会 )
「原産半世紀のカレンダー」 (平成 14年 日本原子力産業会議 )

訳書 覆聴稔Ю鷲藁冨Ю凡f｀務不f黛黒 思鰺!0湯‖発樹芹罐)
「原子力発電=コ ルダーホール物語」 (昭和 32年岩波新書 )

論文   「原爆体験 と日本の原子力開発J(独誌「ア トム・ビル トシャコフ ト」、原子
力学会誌 )
「原子:力 の意味を考える」 (平成 15年 (財 )統計研究会 )」
「ビキ三水爆実験 と日本の科学者」(平成 16年 (財 )第 五福竜丸平和協会刊)
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‥
‥
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《
第
１
回
》
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

生
い
立
ち

（大
正
十
五
年
～
）

広
島
第

一
中
学
校

（昭
和
十
三
年
～
十
七
年
）

広
島
高
等
学
校

（昭
和
十
七
年
～
十
九
年
）

エ
ピ
ソ
ー
ド

（原
爆
投
下
を
知
ら
せ
た
男
）

京
都
大
学
入
学

（昭
和
十
九
年
）

広
島
で
の
被
爆

（昭
和
二
十
年
）

中
央
公
論
社
に
入
社
ス
昭
和
二
十
三
年
）

原
子
力
談
話
会

（昭
和
二
十
七
年
頃
）

中
央
公
論
社
の
人
々

・電
力
会
社
の

「国
管
ア
レ
ル
ギ
ー
」

小
坂
、
正
力
、
中
曽
根

日
本
の
原
子
力
発
電

結
婚
と
津
野
田
氏
の
周
辺

仏
教
徒
懇
話
会

ビ
キ
ニ

（第
五
福
竜
丸
）
事
件

原
爆
と
日
本
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《
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２
回
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‥
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‥
‥
・
‥
‥
・
‥
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原
子
力
談
話
会
と
電
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経
済
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究
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七
人
の
侍
に
よ
る
予
算
獲
得

原
子
力
基
本
法
と
原
子
力
委
員
会

4  1

原
子
力
産
業
会
議
の
発
足

（昭
和
三
十

一
年
）

原
産
の
活
動

（
１
法
制
委
員
会
）

原
産
の
活
動

（２
経
済
委
員
会
）

原
産
の
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動

（３
総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
、
原
子
動
力
委
員
会
）

原
産
の
組
織
と
人
事

二
年
目
の
原
産

（昭
和
三
十
二
年
）

東
京
十
二
チ
ヤ
ン
ネ
ル
と
原
産
の
兼
務

（１
）

東
京
十
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
原
産
の
兼
務

（２
）

三
年
目
の
原
産

（昭
和
三
十
三
年
）

原
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船
懇
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つ
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《
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‥
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‥
‥
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‥
‥
‥
‥
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メ
リ
カ
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軽
水
炉

原
発
国
産
問
題
と

「原
子
力

一
族
」

東
海
村
の
第

一
号
原
子
炉

原
子
炉
国
産
と
原
子
力
界
の

「空
気
」
（
１
）

原
子
炉
国
産
と
原
子
力
界
の

「空
気
」
（
２
）

原
子
炉
国
産
と
原
子
力
界
の

「空
気
」
（
３
）

日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社

（昭
和
三
十
二
年
設
立
）

原
子
炉
事
故
の
試
算
、
委
託
調
査

（昭
和
三
十
五
年
）

「原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
」
の
成
立

核
査
察
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
発
足

国
産

一
号
炉
の
臨
界

（昭
和
三
十
七
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
．

核
燃
料
再
処
理
に
つ
い
て

（１
）

核
燃
料
再
処
理
に
つ
い
て

（２
）

原
子
力
の
精
神
作
興
の
た
め
に

温
水
養
魚
開
発
協
会
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公
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再
処
理
工
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発
注

再
処
理
工
場
運
転
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し
止
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日
本
原
子
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セ
ン
タ
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と
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ク
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、
原
発
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運
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計
算
機
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導
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立
地
問
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特
別
委
員
会

使
用
済
み
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燃
料
輸
送

森
氏
、
原
産
事
務
局
長
に
就
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核
拡
散
防
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原
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会
長
人
事
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養
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協
会
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線
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核
物
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管
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こ
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》
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‥
‥
…
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中
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沖
地
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と
柏
崎
刈
羽
原
発

（平
成
十
九
年
）

電
源
三
法
の
成
立

（昭
和
四
十
九
年
）

原
産
の
体
制
改
革
、
有
沢
広
巳
氏
会
長
就
任

美
浜

。
高
浜
で
の
ト
ラ
ブ
ル

（昭
和
四
十
九
、
五
十
年
）

原
子
力
委
員
会
と
原
子
力
安
全
委
員
会

東
海
再
処
理
工
場
運
開
と
ア
メ
リ
カ

（昭
和
五
十
二
年
）

新
型
転
換
原
型
炉

「ふ
げ
ん
」
（昭
和
五
十
三
年
）

ス
リ
ー

マ
イ
ル
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イ
ラ
ン
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原
発
事
故

（昭
和
五
十
四
年
）

民
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再
処
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日
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燃
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五
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年
）
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原
発
で
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異
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出
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年
）
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炉
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五
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）
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力
潜
水
艦
１
５
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チ
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ノ
ブ
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リ
原
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六
十
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）

《
第
６
回
》
‥
‥
‥
‥
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‥
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
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‥
‥
‥
‥
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ル
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ブ
イ
リ
の
教
訓
・

研
究
炉
解
体
の
経
験
と
教
訓

（昭
和
六
十

一
年
）

ウ
ラ
ン
濃
縮
の
問
題

六
ヶ
所
村
に
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
セ
ン
タ
ー
着
工

（平
成
二
年
）

美
浜
原
発
の
事
故

（平
成
三
年
）
、
Ｂ
Ｗ
Ｒ
と
Ｐ
Ｗ
Ｒ

朝
鮮
半
島

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
機
構

・
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

（平
成
七
年
）

「も
ん
じ
ゅ
」
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
洩

（平
成
七
年
）

プ
ル
サ
ー

マ
ル
全
体
計
画

（平
成
九
年
）

Ｇ
Ｎ
Ｆ
設
立

（平
成
十
二
年
）
、
軍
事
技
術
と
原
子
力
発
電
所

平
成
十
二
年
以
降
の
原
子
力
事
情

関
電

・
美
浜
原
発
事
故

（平
成
十
六
年
）

原
子
力
産
業
会
議
の
改
組

（平
成
十
八
年
）

Ｕ
Ｃ
Ｎ
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終
わ
り
に

′
Ｕ
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平成 16年

平成 16年
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森 ―ス 略歴

広島県広島市生まれ (恒三・カヨの四男 )

広島県師範学校附属小学校 (現広島大学附属東雲小学校 )卒
広島県立広島第一中学校 4年修了

広島高等学校理科甲類卒

京都帝国大学理学部物理学科入学

広島で原爆体験

京都大学理学部物理学科卒 (素粒子論専攻 )

中央公論社入社 (科学雑誌『 自然』および『婦人公論』編集部勤

務 )

電源開発 (電発 )入社 (以降、昭和 40年 3月 まで原産 と兼務 )

(社 )日 本原子力産業会議 (原産)創 立とともに派遣 (以降、昭和 40

年まで電発 と兼務 )

東京十二チャンネル (現テ レビ東京)編成部長 (以降、昭和 40年

まで、原産 と兼務 )

(社 )日 本原子力産業会議事務局長に就任

仏 「グラン・ ド・シュバ リエ・ ド・ ロー ド・デ・メリット勲章」

受賞

(社 )日 本原子力産業会議常任副会長に就任

韓国 「大韓民国国民勲章石相章」受賞

(社 )日 本原子力産業会議常任副会長退任

UCN会 創設 (代表幹事 )

現在は、UCN会 代表幹事のほか、(財 )温水養魚開発協会常務理事、(社 )学士会、

(財 )第五福竜丸平和協会、(財 )湯川記念財団の評議員、日本佛教徒懇談会幹事な

どを務める。

「原子力にルネ ッサンスを」 (平成 8年エネルギー政策を考える会 )

「原産半世紀のカレンダー」 (平成 14年 日本原子力産業会議 )

「財団法人電力経済研究所小史」 (平成 19年 UCN会 )
「原子力発電の経済的影響」 (日召和 29年東洋経済新報社 )

「原子力発電― コルダーホール物語」 (昭和 32年岩準新書 )
「原爆体験 と日本の原子力開発」 (独誌「ア トム・ビル トシヤ

コフ ト」、原子

力学会誌 )

「原子力の意味を考える」 (平成 15年 (財 )統計研究会 )J

「ビキニ水爆実験 と日本の科学者」(平成 16年 (財 )第五福竜丸平和協会刊 )



たちばな 2澪

ヨ

陸
軍
大
将

関
係
す
る
文
献
は
極
め
て
少
な
い
。
唯

一
の
本
人

執
筆
の
史
料
は
現
在
防
衛
研
究
所
に
保
存
さ
れ
て
お

り
、
現
在
は
公
開
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
関

し
て
は

「軍
事
史
学
』
二
十
四
―
二
（通
巻
九
十
四

号
、
昭
和
六
十
二
年
）で
高
橋
久
志
氏
が

「多
田
駿

手
記
」
と
し
て
史
料
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
は

昭
和
二
十

一
年
含
自
０

一
月
五
日
に
作
成
さ
れ
、
Ａ

級
戦
犯
容
疑
者
の
指
名
を
受
け
た
際
に
法
廷
で
の
弁

護
を
予
期
し
て
記
述
し
た
も
の
の
、
自
宅
軟
禁
の
状

態
に
あ

っ
て
結
局
の
と
こ
ろ
は
提
出
す
る
に
は
及
ば

な
か
っ
た
と
ぃ
う
文
書
で
あ
る
。

伝
記
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
が
、
額
田
坦
の

『陸

軍
人
事
局
長
の
回
想
Ｌ
芙
蓉
書
房
、
昭
和
五
十
二
年
）、

武
藤
章
著
／
上
法
快
男
編

『軍
務
局
長
　
武
藤
章
回

想
録
災
芙
蓉
書
房
、
昭
和
五
十
六
年
）、
森
松
俊
夫

『軍
人
た
ち
の
昭
和
史
Ｌ
図
書
出
版
社
、
平
成
元
年
）

に
は
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
は
日

本
憲
友
会
連
合
会
編
纂
委
員
会

『
日
本
憲
兵
正
史
』

（全
国
憲
友
会
連
合
会
本
部
、
昭
和
五
十

一
年
）、
田

中
隆
吉
の

『敗
因
を
つ
く
～
軍
閥
専
横
の
実
相
～
』

（山
水
社
、
昭
和
二
十

一
年
）
に
は
浅
原
事
件
の
記
述

に
関
連
し
て
名
前
が
散
見
さ
れ
る
。
研
究
と
し
て
は

『
日
本
歴
史
』
四

一
一
（昭
和
五
十
七
年
）
に
ゲ
ル
ハ

ル
ト
・
ク
レ
ー
プ
ス
氏
が

「参
謀
本
部
の
和
平
工
作

一
九
二
七
～

一
九
二
八
―
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
エ
作
は
ど

の
よ
う
に
生
ま
れ
、
挫
折
し
て
行
っ
た
か
Ｉ
Ｌ
が
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（五
十
嵐
　
憲
）

花
小

一
郎

（た
ち
ば
な

ｏ
こ
い
ち
ろ
う
）

文
久
元
―
昭
和
四
年
含
会
下
兎
元
）

陸
軍
大

将
旧
蔵
の
文
書
は
、
憲
政
資
料
室
に

「立
花
小

一
郎

関
係
文
書
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
仮
目
録
が

作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数

一
一
二
五
点
で
、　
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
が
な
さ
れ
て
お
り
、
間
覧
は
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
行
う
こ
と
に
な
る
。
内
容
は
、
書

簡

ｏ
日
記

・
書
類
で
、　
一
部
に
弟
の
立
花
銑
二
郎

（慶
応
ニ
ー
明
治
三
十
四
年

（
ス
奄
上
色
し
、
帝
国

大
学
文
科
大
学
哲
学
科
卒
、
学
習
院
教
授
、
教
育
学

者
）
、
嗣
子
の
立
花
馨
の
関
係
文
書
も
含
ま
れ
て
い

，や
。書
簡
は
陸
軍
関
係
者
か
ら
の
も
の
が
多
い
。
点
数

で
は
、
曾
我
祐
準
含
一十
七
通
、
陸
軍
申
将
、
立
花

と
同
じ
福
岡
県
柳
川
の
出
身
で
、
娘
が
小

一
部
の
弟
ｏ

銑
二
郎
に
嫁
い
で
い
た
）、
明
石
元
二
郎
含
一十
三
通
、

陸
軍
大
将
）
か
ら
の
も
の
が
特
に
多
く
、
そ
の
他
比

較
的
多
い
も
の
に
福
田
雅
太
郎

。
松
川
敏
胤

・
長
岡

外
史

‘
仁
田
原
重
行

・
白
川
義
剤

・
上
原
勇
作
（以

上
陸
軍
軍
人
）、
伊
沢
修
二
（義
兄
、
文
部
官
僚
）な

ど
か
ら
の
も
の
が
あ
る
。

「回
顧
日
録
」
と
題
さ
れ
た
日
記
は
、
明
治
四
十

二
年

一
月
か
ら
大
二
十
二
年
貧
力一墓
十
二
月
ま
で
の

も
の
が
あ
る
。
書
類
に
は
、
北
溝
事
変
時
の
連
合
軍

総
司
令
部
日
本
幕
僚
部
の
日
誌
や
、
衰
世
凱
の
軍
事

顧
問
時
代
に
参
謀
総
長
宛
に
提
出
し
て
い
た
報
告
書

の
草
稿
で
あ
る

「在
情
報
告
稿
」
な
ど
が
ぁ
る
。

な
お
、
立
花
が
発
し
た
書
簡
は

「寺
内
正
毅
関
係

文
書
員
憲
政
資
料
室
所
蔵
）、
上
原
勇
作
関
係
文
書

研
究
会
編

『上
原
勇
作
関
係
文
書
Ｌ
東
京
大
学
出
版

会
、
昭
和
五
十
一
年
）な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
と
ま
っ
た
伝
記
は
な
い
が
、
黒
竜
会

「東
亜
先

覚
志
士
記
伝
』、
東
亜
同
文
会
編

「対
支
口
顧
録
』

一卜精獅塙噺鴨曙「』締副力ゝさ「が檀馳̈
剌森

「立
花
小

一
郎
小
話
Ｌ
「立
花
小

一
部
関
係
文
書
」
所

収
）、
渡
部
求

「立
花
大
将
を
悼
む
災
『人
格
に
触
れ

て
』
二
洋
社
、
昭
和
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
詳

し
い
軍
歴
に
つ
い
て
は
、
同
関
係
文
書
中
の
兵
籍
簿

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
福
岡
市
長
時
代

（大
二
十
二
年
八
月
―
十
四
年
八
月
）
の
事
績
に
つ
い

て
は
、
歴
代
知
事
編
纂
会
編
刊

『
日
本
の
歴
代
市
長
』

三
（昭
和
六
十
年
）
が
手
が
か
り
と
な
る
。

衰
世
凱
の
軍
事
顧
間
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
会
議
全
権
随

員
、
関
東
軍
司
令
官
、
浦
塩
派
遣
軍
司
令
官
、
福
岡

市
長
、
貴
族
院
男
爵
議
員
な
ど
、
重
要
か
つ
ュ
ニ
ー

ク
な
経
歴
を
持
つ
軍
人
で
あ
り
な
が
ら
、
立
花
自
身

に
関
す
る
研
究
、
あ
る
い
は
そ
の
関
係
史
料
を
用
い

た
研
究
も
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
「上
原
勇
作

関
係
文
書
』
中
の
書
簡
が
使
用
さ
れ
る
程
度
で
あ
り
、

今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
。
　

　

（上
国
　
宏
成
）

橋
孝
二
郎

（た
ち
ば
な
・
辱
つ
ざ
ぶ
ろ
う
）

明
治
二
十
六
―
昭
和
四
十
九
年
倉
曇
テ
一老
尊

愛
郷
塾
長


